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寺嶋
､￣＝ 

>旱－さん(24歳）武佐

い
と
こ
ろ
で
は
、
帯
広
や
道
南
の
森
町

ま
で
も
で
か
け
た
と
い
う
。
こ
の
様
な

数
々
の
地
方
大
会
に
川
場
出
来
る
様
に

な
っ
た
背
景
に
は
、
父
・
享
さ
ん
や
母

末
美
き
ん
の
理
解
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

だ
が
、
牛
舎
と
搾
乳
シ
ス
テ
ム
を
フ
リ

ー
ス
ト
ー
ル
・
バ
ー
ラ
に
し
た
事
が
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

寺
島
牧
場
は
六
十
地
の
経
営
面
積
に

乳
牛
百
二
十
六
頭
（
経
産
牛
七
十
且
頭
）

を
飼
養
す
る
酪
農
専
業
農
家
で
す
。

昨
年
十
月
に
プ
リ
１
ス
ト
ー
ル
・
パ

ー
ラ
ー
施
設
が
完
成
し
た
。
こ
の
施
設

建
設
を
決
心
す
る
ま
で
は
、
家
族
で
色

々
な
話
し
を
し
た
そ
う
で
す
。
享
さ
ん

は
腰
（
脊
髄
）
が
わ
る
く
重
労
働
は
Ⅲ
来

な
い
し
、
淳
一
さ
ん
は
喘
息
で
週
一
回

鰹 一
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
の
腕
前
は
全
道
二

位
だ
け
ど
、
酪
農
経
営
の
方
は
ま
だ
こ

れ
か
ら
、
“
只
今
奮
闘
中
Ｌ
と
い
う
寺
嶋

一
桴
｜
さ
ん
。

平
成
四
年
度
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
全
道
シ

リ
ー
ズ
で
は
、
且
回
の
大
会
の
う
ち
四
回

出
場
し
、
全
道
総
合
一
位
（
二
間
四
卜

印
ク
ラ
ス
）
の
成
績
を
お
さ
め
た
。
遠

｜（ 

は
通
院
、
発
作
止
め
の
薬
も
常
時
携
帯
，

ま
た
、
牛
舎
も
今
ま
で
四
回
も
増
築
し
、

作
業
効
率
が
悪
い
う
え
老
朽
化
、
そ
れ

に
所
得
確
保
に
よ
る
入
れ
棒
え
搾
乳
な

ど
労
力
、
施
設
と
も
限
界
状
態
に
あ
り
、

｜
時
は
離
農
ま
で
も
考
え
た
と
話
す
。

し
か
し
、
淳
一
さ
ん
の
「
失
敗
も
あ

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
酪
農
の
夢
だ
け

は
大
き
く
持
ち
た
い
」
と
の
一
言
葉
に
、

施
設
投
資
に
踏
み
切
っ
た
と
享
さ
ん
は

い
う
。
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
に
移
行
し
て

約
ト
ハ
カ
月
だ
が
、
乳
量
の
伸
び
に
は
び

っ
く
り
し
て
い
る
と
い
う
。
平
成
三
年

度
は
約
一
一
一
行
七
十
Ｊ
だ
っ
た
の
が
、
四

年
度
は
五
百
Ｊ
を
超
え
て
し
ま
っ
た
。

（
頭
数
も
増
え
て
い
る
が
）
こ
の
ま
ま

の
ペ
ー
ス
で
行
け
ば
、
近
い
将
来
七
百

１
．
く
ら
い
ま
で
は
搾
れ
そ
う
だ
と
目
を

輝
か
す
淳
一
さ
ん
．
で
も
牛
乳
の
生
産

調
整
に
は
ち
ょ
っ
と
頭
が
痛
い
よ
う
だ
”

パ
ー
ラ
ー
に
し
て
搾
乳
時
間
は
約
一

時
間
ち
ょ
っ
と
、
餌
や
り
も
機
械
だ
し
、

労
働
的
に
は
大
変
楽
に
な
っ
た
が
、
今

ま
で
に
な
か
っ
た
問
題
も
出
て
来
た
。

多
量
に
川
る
堆
積
で
き
な
い
堆
肥
や
、

自
給
粗
飼
料
量
の
確
保
、
育
成
牛
、
乾

乳
牛
の
管
理
な
ど
、
こ
れ
か
ら
改
善
し

て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
多

い
し
」
い
う
。

「
ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
も
、
毎
日
コ
ッ
コ

ッ
と
練
習
を
積
み
重
ね
る
か
ら
ｆ
達
す

る
も
の
、
酪
農
だ
っ
て
毎
日
毎
日
の
積

み
重
ね
だ
よ
」
と
二
だ
わ
り
な
く
淡
々

と
話
す
淳
．
ざ
ん
、
最
近
は
Ａ
Ｔ
Ｖ
（
四

輪
パ
ギ
ー
〕
に
も
凝
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

薮
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第３次地域農業振興計画を柱に
豊かな農村生活を目指して

午
前
十
時
１
分
、
爪
行
水
参
半
が
開

会
を
｛
ｎ
｜
言
、
児
上
組
へ
ロ
長
よ
り
開
会
の

挨
拶
が
あ
り
、
平
成
旧
年
腰
の
椛
業
の

概
要
と
、
平
成
血
年
度
に
お
け
る
取
り

組
み
の
錐
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
に
つ
い
て
は
、
根
室
文
庁
・

八
木
沼
農
務
課
長
、
新
出
中
標
津
町
長
、

ま
た
、
系
統
連
合
会
を
代
表
し
て
、
北

農
中
央
会
中
標
津
支
所
・
中
村
次
長
の

各
氏
か
ら
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

議
長
に
は
、
昨
年
に
続
き
開
陽
の
筒

中
標
津
町
農
業
協
同
組
合
第
四
十
六
回
通
常
総
会
が
、
去
る
五
月
一
日
中
標
津

町
寿
宴
に
お
い
て
、
正
組
合
員
一
一
百
九
十
人
（
本
入
出
席
一
一
百
十
五
人
、
代
理
人

七
十
五
人
）
出
席
の
も
と
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

蕊
｢信詮ｈ

和やかな中スムーズに受付が行なわれました

橋
勝
義
氏
が
推
薦
で
選
任
ざ
れ
議
掘
に

入
り
ま
し
た
。
今
回
の
総
会
は
、
平
成

川
年
度
事
業
報
告
、
平
成
五
年
腱
猟
業

計
画
案
の
ほ
か
、
農
協
法
の
改
服
に
伴

う
定
款
等
の
一
部
変
更
、
さ
ら
に
第
三

次
地
域
農
業
振
興
計
画
等
、
例
年
に
な

い
多
く
の
議
案
が
礎
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

全
て
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
期
末
成
果
の
配
分1iiiliilii鑿|iiillIiilliii1lili1hii！
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平
成
五
年
度
か
ら

一
連
合
会
長

に
対
す
る
ご
意
見
、
乳
価
が
ら
み
の
関

連
対
策
有
効
活
用
に
つ
い
て
の
ご
要
望
、

協
同
会
社
で
あ
る
「
な
か
し
く
つ
フ
ー

ズ
㈱
」
の
状
況
と
今
後
の
塞
本
的
な
考

え
方
に
つ
い
て
の
質
問
、
ま
た
、
人
工

授
精
事
業
の
将
米
に
向
か
っ
て
、
対
策

を
考
慮
し
て
欲
し
い
と
の
要
望
も
あ
り

ま
し
た
。
二
意
見
、
ご
質
問
に
つ
い
て
は

そ
れ
ぞ
れ
児
玉
組
合
長
よ
り
答
弁
が
な

さ
れ
、
全
議
事
を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

共計でん粉 農
事
会
長
手
当
が

変
わ
り
ま
し
た
』

農
協
事
業
に
係
わ
る
各
種
取
り
ま
し

０
１
ト
ロ
、
砧
已

平
成
四
年
産
共
計
で
ん
粉
の
販
売
状

況
は
、
二
月
末
仮
配
分
累
計
一
袋
当
り

千
円
百
七
十
五
円
（
前
年
同
期
千
五
百

二
十
五
円
）
単
価
に
よ
る
進
度
率
は
、

九
六
・
七
％
と
前
年
同
期
を
卜
廻
り
ま

し
た
。

ま
た
、
価
格
は
産
地
倉
渡
し
三
千
三

百
円
－
’
’
’
千
五
百
二
十
五
円
（
前
年
同

め
や
、
回
覧
物
の
伝
達
な
ど
に
つ
き
ま

し
て
は
、
各
地
域
の
農
事
会
長
さ
ん
に

ご
苦
労
を
か
け
て
お
り
ま
す
が
、
農

協
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
の
導
入
に
よ
り
、
艇

事
会
長
に
依
頼
す
る
業
務
が
少
な
く
な

っ
た
事
か
ら
、
農
事
会
長
手
当
を
改
正

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
に
伴
い
連
合
会
長
手
当

役
員
の
改
選
に
つ
い
て
、
五
何
木
参
蕊 霧

駅１１

が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

〈
現
行
〉

連
合
会
長
手
当
一
万
円

腿
事
会
長
手
当
止
干
、

農
事
全
盲
二
戸
当
た
り
一
一
千
円

〈
改
正
〉

農
事
会
員
一
戸
当
た
り
一
一
一
千
ｍ

期
三
Ｔ
ｌ
’
百
五
１
円
～
一
一
一
千
二
百
二
－

五
円
）
と
、
若
干
高
値
で
取
引
さ
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
馬
鈴
し
ょ
で
ん
粉
と
競
合
す

る
コ
ン
ス
タ
ー
チ
は
、
千
九
百
五
十
円

（
前
年
同
期
千
几
百
五
十
円
）
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

よ
り
理
事
卜
．
人
．
監
事
二
人
に
つ
い

て
立
候
補
届
出
定
数
に
つ
き
、
霧
投
票

で
当
選
が
決
定
し
た
旨
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

当
選
者
（
受
付
順
・
敬
称
略
）

理
事
鈴
木
祥
幹
、
太
田
功

三
友
艦
行
、
高
橋
勝
義

佐
藤
拡
、
Ｌ
井
上
信
一

中
司
哲
雄
、
中
浦
腱
雄

竹
下
日
吉
、
卜
村
電
光

鷲
兇
素

Ｔ、

朧
事
渡
辺
善
行
、
内
田
塵
和

太
田
直
行

児
玉
組
合
長
よ
り
閉
会
の
挨
拶
の
中

て
、
昭
和
四
ｌ
｜
年
よ
り
理
事
と
し
て
、

ま
た
、
組
合
長
と
し
て
今
日
ま
で
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
大
役

を
果
た
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
退

任
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、
拍
手
が
な
り

や
ま
ぬ
巾
、
十
二
時
一
十
分
閉
会
い
た

し
ま
し
た
。

Ｆ
Ｊ
Ｊ
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電
喪
と
い
わ
れ
な
が
ら
．
日
常
の
作

業
に
追
わ
れ
、
な
か
な
か
手
か
ま
わ
ら

な
い
の
が
育
成
牛
の
管
理
で
す
。
適
肛

な
分
娩
月
齢
（
『
十
Ｗ
ヵ
Ⅱ
前
後
〉
は

ム
ダ
な
コ
ス
ト
を
省
き
、
適
切
な
発
育

は
将
米
の
大
き
な
利
読
に
結
び
付
き
ま
す
。

育
成
牛
の
成
長
で
重
要
な
点
は
、
骨

格
の
発
育
で
あ
り
、
判
断
の
目
安
で
体

刑
を
見
る
州
は
人
切
で
す
。
体
重
増
加

は
順
調
で
、
体
高
が
未
発
達
で
あ
る
と
、

乳
房
に
脂
肪
が
入
り
、
乳
腺
細
胞
の
発

達
を
防
げ
ま
す
。

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
育
成
午

管
理
で
損
失
し
た
乳
牛
の
能
力
は
、
経

産
牛
の
管
理
に
一
ワ
○
パ
ー
セ
ン
ト
努

力
し
て
も
、
回
復
す
る
事
は
で
き
な
い

と
い
う
事
実
で
す
．

よ
り
多
く
の
乾
物
を
摂
取
し
、
収
益

性
を
高
め
る
た
め
に
は
、
育
成
期
間
の

栄
養
管
理
、
群
管
理
、
疾
病
予
防
．
蕊

實
成
牛
譽
理

に
つ
い
て

北
根
室
地
区
農
業
改
良
普
及
所

殖
管
理
な
ど
に
注
意
を
払
う
必
要
か
あ

り
ま
す
。

育
成
牛
の
休
高
を
伸
ば
す
に
は
、
蛋

白
質
が
必
要
で
す
。
粗
飼
料
を
含
め
た

給
与
飼
料
乾
物
中
の
Ｃ
Ｐ
（
粗
蛋
、
）

は
離
乳
後
一
カ
月
ま
で
は
－
し
％
程

唆
、
種
の
付
い
た
グ
ル
ー
プ
で
は
一
五

％
程
度
必
要
と
な
り
ま
す
．
そ
れ
ぞ
れ

の
発
育
時
則
に
見
合
っ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
、
蛋
白
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
事
が
人

切
で
．
早
期
に
骨
格
を
作
り
上
げ
る
鴉

が
埴
要
で
す
．
早
期
で
骨
格
の
で
き
あ

が
る
管
理
で
は
、
初
産
で
ｒ
～
二
Ｔ
雌

の
乳
童
か
噌
加
す
る
と
一
一
一
一
口
わ
れ
ま
す
．

ま
た
、
仮
に
一
万
而
千
略
の
産
乳
能

力
を
持
っ
て
い
る
と
し
た
ら
、
下
痢
や

肺
炎
を
起
こ
す
と
、
「
Ｔ
Ｉ
’
’
’
千
埴
の

能
力
を
低
下
さ
せ
る
と
も
い
い
ま
す
．

喰
後
一
週
間
で
は
、
第
一
、
二
胃
の
割

合
が
二
○
％
：
｜
｜
力
月
齢
で
七
○
％
に

行角

栄養濃度
･乾物IlI｝

な
り
、
成
牛
で
は
第
一
胃

だ
け
で
八
○
％
あ
り
ま
す
。

単
胃
動
物
の
胃
か
ら
反
す

う
動
物
の
胃
に
発
達
さ
せ
、

鴉
故
な
く
育
て
る
た
め
に

は
、
初
乳
プ
ロ
ク
ラ
ム
、

成
育
ス
テ
ー
ジ
別
の
施
設

利
用
法
な
ど
も
大
き
な
位

置
を
占
め
ま
す
，

育
成
牛
管
理
は
、
出
生

時
か
ら
始
ま
る
大
切
な
技

術
と
言
え
ま
す
。

ｌｌｌＰＱ．ＴＵＮｎⅢ ＬＩＵ⑰,． 
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育成牛プログラム

(1)育成牛の成長を見る

●24カ月で]250ポンド(560kg)以｣そをロ標とする［

●成長度介は、`体高（遺伝率が高い）＋体重十ＢＣＳで評価する［

①生後ｌ週令……第３，４胃70％第］、２胃30％
●二の頃の子牛の体洲は母牛の健康に影轡する。

⑫ 

|初乳給与プログラム|に強く依存ざjLるたの『

☆潅経から搾った初乳を給与『

☆凍結保存、比重計使'１Vによる,hlI質判定も必要.

ryllifのＣＰ量が免疫グロブリン品暫に人髻※、 〈膨製Ｉする「

②2.5-3力I]令…単胃動物から反すう動物への繼換19|である：
篤く」、２胃７０％、第３，４胃３０％１

●離乳後に早くルーメンを発達きせる二とが重要てある。
●ＣＰの品賀(グルコース)によっても成艮が影響される。

◆（ルーメン｢ﾉlのＶＦＡ、薗休蛋白質に影響）
●ＤＣは1ｋｇを目標とする。

③種付け後はForageに依存してＤＣを増ljllさせる必要がある。
④分娩前８－１２週ではＢＣＳは3.5にすべきである。
⑤性成熟期(240～360日今)の、ＯはＬ２～]､51《gを目標とすべき。
●蛋白不足、ＴＤＮの過剰に注意(給与するＮＬＬレベルよりもＣＰレベルが低す
‐乳腺組織の脂肪付着

●ＤＭ1kgあたりＣＰ16％、ＵｌＰ３０-40％が必要である。
●ＵＩＰの品質、アミノ酸組成も重要である術

保輔

ざる腸合］

確立した育成プログラムによって早期に腕すう獣にする二と力:重要

注、Ｂｃｓ：ボディコンディションＣＰ、llll蛋、、［)Ｇ：Ｒ塒ＩＩＬ重
ＦｏｒａＲｅ：Ｍ１飼料ＮＥＬ：正味エネルギー

(2)育成牛のグループ分け（
①離乳前(1頭飼いの時期）

グルーピング）

|jijJIJ］ 

後期

スタータ、Forageへの移行時kll
スクータの品画、水に注意

②離乳後〒'1カ月まで|…(６－８頭飼い)ルー出ンｸﾞ)発達が不完全

ＤＯ１ｋｇ以｣二

’一'1カ月～初同発情|…(８頭以ｋ)エサ設計きえ良ければ頭数は多くしても良い。
●サイレージ給与しても良いが高品質なもの〈繊維の質、
発酵の良いもの）を淀意深く給与すること（自由採食が原
則)。（サイレージ品質が悪い場合、乾草の給与→子牛は長
い部分だけを孫食するので残飼を無理に与えない→ＮＤＦ70％
ではＤＭＩを制限する）

●ＴＭＲの導入が可能｡(ＮＤＦ30～36％）
（乳腺組縦が発達するためにより良いｃＰ分画が要求され
る｡今ＤＧｊｐもある）

●６－７カＮ令で充llIjを示す。

戸可

H初回発情～砿付け’ …ＤＣ］ｋ騨僅度を１１標

l-I繩付け'艤鋤'……ﾌﾟﾛ…ﾗｼﾝＩＰｃｊによる錯愉の'薊19'化も可綣、00.95kgを目際

L|分娩liil8週令|…ＤＧｑ７～08k意を1J標

、Ｇの目安｜

鰯欝繍鳳鵬蝿~[熟翔li：
※１ポンド＝q454kgE---一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

ＤＭ：乾物ＵＩＰ：バイパスタンパク゛
1991年スニフェンセミナー上り

’ 



家天
高
く
勢
い
よ
く
泳
ぐ
こ
い
の
ぼ
り

の
よ
う
に
、
元
気
一
杯
の
開
人
君
。
一
一
｜

歳
と
は
い
え
、
言
っ
て
る
事
に
し
っ
か

リ
筋
が
巡
り
、
私
も
な
る
ほ
ど
と
感
心

さ
せ
ら
れ
る
ほ
ど
。

り
Ｉ
ｌ

今
ま
で
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
の
悠
埋
ち

ゃ
ん
（
六
歳
）
と
一
緒
に
保
育
所
に
行
き

た
い
と
だ
だ
を
一
一
ね
た
事
も
あ
り
ま
し

た
が
、
Ⅱ
月
か
ら
は
大
手
を
振
っ
て
保

育
所
に
通
え
る
開
人
君
の
心
は
ウ
キ
ウ

、強更

l鬘鬘鑿Ｉ灘し迺
〆

１ 

処
１ 

） 

１ 

） 

＄原

Ｌ鰯;鵜鰯

キ
．

｜
」
の
日
も
ご
機
嫌
で
、
オ
レ
ン
ジ
か
」

了
に
握
り
し
め
「
ジ
ュ
ー
ス
だ
よ
」
と

差
し
出
し
て
く
れ
た
。
こ
の
後
「
イ
チ

ゴ
ジ
ュ
ー
ス
も
作
っ
て
あ
げ
る
」
と

イ
チ
ゴ
を
千
に
し
た
時
は
、
お
母
さ
ん

の
登
志
子
さ
ん
の
方
が
驚
き
、
止
め
に

/』
IＩ ＷｌＩｒ 

■､ ■､ 

藻
駅ｧ蕊

P P 

【?￣

ツ

灘
『

'蝋

閻己か韓
閻己か韓 Ｐ 

霞
震i驫露

篝ｉｉ雫騨一 鶏二三=！
魁lMl地区武田健治･登志子さんごた喪

長男閑人君(８，髄）

入
り
ま
し
た
か
，

開
人
君
の
好
物
は
、
あ
ん
こ
と
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
甘
い
物
。
悠
理
ち
ゃ
ん
は

珍
味
な
ど
の
し
ょ
っ
ぱ
い
物
が
大
好
き

と
姉
弟
で
服
反
対
．
ケ
ン
ヵ
も
Ⅱ
常
茶

飯
事
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
片
方
か
い
な

い
と
調
子
が
狂
っ
ち
ゃ
う
。
今
、
二
人

が
夢
中
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
自
転
車

の
お
稽
古
。
新
一
年
生
の
悠
埋
ち
ゃ
ん

も
マ
ウ
ン
テ
ン
パ
イ
ク
を
購
入
。
補
助

車
が
付
い
て
い
る
の
か
少
し
滑
稽
で
す

が
、
さ
っ
そ
う
と
走
る
姿
は
な
ん
と
も

カ
ッ
コ
ィ
ィ
。
開
人
君
の
は
、
お
姉
ち

ゃ
ん
の
お
さ
が
り
の
自
転
車
で
す
が
、

お
父
さ
ん
の
健
治
さ
ん
に
、
ピ
ン
ク
か

ノー、

ら
大
晦
き
な
メ
ロ
ン
色
に
雄
り
面
し
て

も
ら
い
、
く
れ
よ
ん
し
ん
ち
ゃ
ん
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
は
り
、
前
に
は
ビ
ー
ル
の

カ
ゴ
が
付
き
、
中
古
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど

の
変
身
ぶ
り
の
自
転
車
が
愛
用
車
．

農
家
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
よ
う
を

モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い
る
戯
旧
家
で
は
、

家
の
前
に
は
広
い
芝
生
と
健
摘
さ
ん
作

の
遊
具
も
あ
り
、
そ
こ
で
遊
ぶ
子
供
達
。

先
日
も
家
族
四
人
で
、
近
く
の
川
で
大

物
を
釣
っ
た
リ
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

時
代
の
扉
を
開
け
る
人
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
両
親
の
願
い
の
も
と
、
午
Ｕ

も
ワ
ン
パ
ク
ぶ
り
を
発
揮
し
て
い
る
一
一

と
で
し
ょ
う
。
元
気
一
杯
早
く
大
き
く

な
あ
れ
。

rＦ 



第
二
十
一
回
通
常
総
会
が
四
月
二
十

六
日
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
人
会
議
室
に
於
い

て
、
会
員
数
二
荷
六
十
川
人
、
川
席
百

十
Ⅲ
人
（
内
委
任
九
十
Ｌ
人
）
議
長
・

乾
雅
晴
氏
と
し
、
議
案
第
一
号
、
平
成

四
年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、

議
案
第
二
号
平
成
五
年
度
事
業
計
画
並

び
に
収
支
予
算
、
議
案
第
二
号
、
会
費

の
徴
収
に
つ
い
て
、
議
案
第
川
号
、
蝿

平
成
５
年
度
繊
通
常
総
会
寒
議
き
れ
ろ

中標津町農協酪農対策協議会

約
の
改
正
に
つ
い
て
、
そ
の
他
。
任
期

満
了
に
伴
う
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
は
』

地
区
役
員
及
び
Ｊ
Ａ
役
員
の
選
出
後
取

り
進
め
る
こ
と
と
し
、
全
議
案
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ｏ
会
劉
の
徴
収
に
つ
い
て

乳
量
割
受
託
販
売
乳
量
一
聡
当
り

五
銭
、
毎
月
乳
代
支
払
時
に
乳
代
よ

り
徴
収
。

肉
牛
・
育
成
牛
割
、
戸
当
り

年
額
三
千
円

但
し
生
乳
出
荷
者
は
除
く
。
十
二
月

に
組
勘
よ
り
徴
収
。

○
規
約
の
改
正
に
つ
い
て

規
約
第
卜
条
の
一
部
を
改
正 蟻

P召、Ⅱ
酪
農
へ
ル
パ
ー
利
川
組
合
（
二
友
盛

行
組
合
長
、
組
谷
川
亘
一
百
二
人
）
の
第

四
回
通
常
総
会
が
四
月
二
－
二
日
に
開

催
さ
れ
、
提
出
き
れ
た
議
案
は
原
案
通

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
四
年
度
は
、
㈲
ワ
ァ
ム
・
エ
イ

が
七
百
十
几
。
近
日
、
青
年
へ
ル
パ
ー

が
二
百
三
卜
川
・
両
ｕ
の
合
計
几
干
、
五

十
四
日
稼
動
し
、
利
Ⅲ
し
た
組
合
員
は

百
三
十
九
戸
（
六
九
％
）
で
し
た
。

平
成
五
年
度
は
、
利
用
料
金
の
改
正

を
行
な
い
、
｜
部
の
料
金
を
利
用
組
合

が
負
担
す
る
こ
と
で
、
利
川
杵
の
負
柧
を

下
げ
て
利
Ⅲ
し
や
す
い
料
術
と
し
ま
し
た
。

平
成
五
年
度
の
利
用
料
金
は
次
の
通

中標津町農協

酪農へノレパー
利用組合

ロ■

開催される

霧

し
た
場
合

・
人
対
応

二
人
付
応

り
と
な
り
ま
す
。
「
利
用
荷
負
扣
金
）

鱗
４吉■戸

青
年
へ
ル
パ
ー
を
利
阻

万万
八｜几l
TT 
lIIl1I 

ア
ム
・
エ
イ
を
利
用

し
た
場
合

一
人
対
応

一
〃
Ｔ
円
（
税
別
）

一
一
人
対
応

一
．
万
二
Ｔ
円
（
税
別
）

夕



根
室
管
内
春
一
番
の
シ
ョ
ウ
と
定
着
し
た
、
中
標
淳
Ｂ
＆
Ｗ
シ

ョ
ウ
が
回
を
重
ね
る
事
、
第
一
一
一
十
一
一
一
回
目
を
迎
え
、
会
場
を
ホ
ク

レ
ン
家
畜
市
場
に
於
い
て
、
四
月
一
一
十
五
日
中
標
津
乳
牛
改
良
同

志
会
（
篠
永
栄
会
長
）
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
羽
回
中
標
津
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ウ

"P、

一番のｼｮｳ 囲ｊ１ｉ雲病に

夜
か
ら
み
ぞ
れ
降
る

小
、
屋
内
審
査
と
な
っ
た
か
、
会
員
の

み
な
ら
ず
関
係
団
体
、
ｈ
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
ク
ラ
ブ
、
他
地
区
よ
り
沢
山
の
観
客

で
、
間
近
に
迫
っ
た
シ
ョ
ガ
到
来
の
前

哨
域
で
、
会
場
は
熱
気
に
閉
ま
れ
ま
し

た
。
中
で
も
審
査
巾
に
、
ロ
シ
ア
よ
り

ビ
ザ
な
し
訪
門
団
一
行
が
訪
れ
、
会
場

一
同
温
か
い
拍
手
で
迎
え
、
辿
訳
よ
り

い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
悪
天
候
に

か
か
わ
ら
ず
、
今
年
は
出
品
頭
数
が
多
く
、

何
か
と
共
進
会
が
沈
滞
ム
ー
ド
の
中
、

活
気
つ
け
る
に
杣
応
し
い
内
容
で
し
た
（

審
査
員
に
は
、
昨
年
全
道
共
進
会
審

査
を
勤
め
た
、
空
知
郡
北
村
の
瀬
能
陽

シ
ョ
ウ
の
内
容
を
真
剣
に
聞
き
入
っ
て

縁E、

、
氏
を
迎
え
、
的
確
さ
と
、
ス
ピ
ー
デ

ィ
な
審
査
と
雄
弁
な
講
評
に
は
定
評
が

あ
り
ま
し
た
。
競
後
に
今
後
の
シ
ョ
ウ

の
活
躍
を
誓
い
盛
会
に
終
了
し
ま
し
た
。

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
は
次
の
出
品
牛
が
獲
得

し
ま
し
た
。

ジ
ュ
ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

ハ
ッ
ピ
ー
ベ
ル
・
レ
イ
ブ
ン

ミ
ス
テ
ィ
久
保
剛

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

ロ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
・
ポ
ー
ー
ミ
ネ
ッ
ド

上
井
上
昭
男

サ

クリスタン

クスーパ

川[1A若

福村稔

弾正原ＪＦ

山崎幸雄

久保剛

久保ＭＩＩ

福111鳥信一

寺
１
１
－
１
１
１
１
１
１
１
－
－

邪
ｌ
２
３
ｑ
ｌ
５
６
ｌ
７
８
ｇ
ｍ

窓

福村稔ｼﾙﾊﾟｰﾚｰｸエレクトラクラ

弾下原Ｔ；サニーテムーノＬゴール|ｲバ ソ

トレードポーパーマグネット

ハッピーベノｌレイブンミステイ

クーロ’'1Ｊ’ルタランキースﾀーパソク

ハッピーランドクリスルンャスティ＞スギ

福ｌｌｌ４信一ハッピーランドパリアンマットマリー

桜井幸一スタークリスチナポリ_

'二十|ニヒ昭男ロックミラーポリーネソド

カントリーライトミスティクリスタル国光達男

ググ

噂1（
』 等 名・勝 lⅡ[Fii堵

円

ｼﾙﾊﾟｰﾚｰｰクニ１，クトラクラットク:1スル 福村稔

２ サブ.－ﾃニールゴ・・ルドバックスーパー 弾正原ＪＦ

８ トレー|難ｒｉ(一パーーマグネット １１１崎幸雄

４ ハッピーベルレイブンミスティ 久保剛

Ｋ 
ＬＱｒ 

Ｉ 

□巴 ｸｰｰ宿ク:iンブルクランキースタ･-パック 久保ＭＩ

６ １ 
－ ﾊｯﾋﾟｰランドク;;スタンゾャスティンスギ 福lll烏信一

７ ハッピーランドパリアンマッ1.マ】,.－ 福'114

８ １ スタ．クリスチーノーポ1ﾉー 桜井幸･・

９ 1 ロックミラーー誤り・‐ネッド _ｌ吉井]ﾆ昭男

]０ カントリーライトミスティクリスタル 国光達男



線
が
み
え
る
」
を
作
製
し
、
こ
の
ほ
〃

完
成
し
た
。

卜｡｡

じ
じ
ゃ
が
い
も
の

美
味
し
さ
を
広
め

馬
鈴
し
ょ
生
産
農
家
な
ど
で
結
成

さ
れ
た
、
ぽ
て
と
、
ム
サ
マ
ル
愛
好

会
（
仮
称
）
亀
代
務
代
表
が
、
地
元

で
生
産
さ
れ
た
じ
ゃ
が
い
も
の
美
味

し
さ
や
、
美
と
健
康
に
役
立
つ
事
を

生
産
者
を
始
め
広
く
消
費
者
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
「
な
か
し
く
つ
じ
ゃ

が
い
も
フ
ル
コ
ー
ス
試
食
会
」
を
、

四
月
十
一
一
一
ロ
ト
ー
ョ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
愛
好
会
は
昨
年
、
根
釧
農
試

に
よ
り
開
発
さ
れ
た
新
品
種
の
「
ム

サ
マ
ル
」
が
、
町
馬
鈴
し
ょ
原
種
農

■
△
■
Ｈ
Ｈ
昭
日
ヨ
■

中
標
津
町
で

は
、
町
内
の
豊

か
な
自
然
や
四

季
を
通
し
た
イ

ベ
ン
ト
な
ど
を

紹
介
す
る
観
光

ビ
デ
オ
「
地
平

蕊
こ
の
ビ
デ
オ
は
Ｈ
Ｂ
Ｃ
映
画
社
か
昨

年
春
か
ら
作
成
に
あ
た
っ
て
い
た
も
の

で
、
放
映
時
間
十
五
分
。

東
京
直
行
便
に
乗
っ
て
未
町
し
た
ヤ

ン
グ
レ
デ
ィ
ー
を
、
地
元
の
友
達
が
出

迎
え
、
町
内
や
管
内
の
観
光
地
に
案
内

す
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
、
牧
場
で
の
牛
と

の
ふ
れ
あ
い
、
ミ
ル
ク
レ
ス
ト
ラ
ン
牧

場
か
ら
生
産
農
家
に
原
種
と
し
て
供
給
さ

れ
る
こ
と
を
機
に
、
生
灌
農
家
や
消
賀
者

と
の
交
流
を
通
し
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
産
業
の

振
興
を
図
ろ
う
と
結
成
さ
れ
た
も
の
．

試
食
会
に
は
生
産
農
家
を
始
め
、
関

係
機
関
約
パ
ー
人
が
集
ま
り
、
ワ
セ
シ

豊
か
な
自
然
、
四
季
の
イ
ベ
ン
ト
を
ア
ピ
ー
ル

Pg、

鑿i;:！

舎
、
ラ
レ
ト
リ
、
森
林
公
園
、
寄
産
食

品
加
工
セ
ン
タ
ー
や
、
開
陽
台
か
ら
の

素
晴
ら
し
い
景
観
を
紹
介
し
て
い
る
。

ま
た
、
四
季
を
通
じ
て
行
な
わ
れ
る

馬
事
競
技
会
、
観
光
ま
つ
り
、
じ
ゃ
が

い
も
伯
爵
ま
つ
り
、
養
老
牛
紅
葉
ま
つ

り
、
冬
ま
つ
り
な
ど
町
民
が
楽
し
く
参

加
す
る
様
子
も
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

ツ
ト
）
’
１
華
（
フ
ァ
ン
シ
ョ
メ
ン
、
バ
オ

タ
ー
シ
ャ
ー
、
コ
イ
ビ
ン
ペ
オ
チ
ン
ジ
ャ

ン
、
ニ
ュ
ー
ル
ー
ス
）
に
変
身
し
た
、
ざ

ま
ざ
ま
な
料
理
が
試
食
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
ム
サ
マ
ル
」
の
生
み
の
親
で

も
あ
る
農
業
試
験
場
・
村
上
科
長
や
、

生
瀧
農
家
に
極
い
も
の
供
給
を
し
て
い

る
原
種
農
場
の
山
崎
場
長
も
出
席
し
、

型52Ｆ殴？

なかしくつジャガイモ

フルコース試食会開催

ロ
（
伯
爵
『
紅
‐
九
、
ム
サ

マ
ル
、
メ
ー
ク
イ
ン
、
根

育
Ｉ
六
号
（
白
紅
丸
）
の

五
種
類
の
じ
ゃ
か
い
も

を
使
っ
た
和
食
（
鮭
じ

ゃ
が
芋
ロ
ー
ル
、
半
つ

み
い
れ
汁
、
芋
羊
鑿
、

雅
寿
し
）
洋
食
（
じ
ゃ

が
芋
テ
リ
ー
ヌ
、
ビ
シ

ソ
ワ
ー
ズ
、
シ
ャ
ー
ベ

ァ
ン
シ
ョ
メ
ン
、
パ
オ

←の

町
で
は
二
十
本
を
一
般
貸
し
出
し
用

に
保
存
し
て
あ
る
そ
う
で
す
が
、
農
協

（
組
織
広
報
係
）
に
も
あ
り
ま
す
の
で

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

「
ム
サ
マ
ル
」
の
生
ま
れ
た
経
過
や
、

馬
鈴
し
ょ
に
関
す
る
ス
ピ
ー
チ
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

糯饒

肖瀧jki

ダダ



室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
ｃ

支
部
活
動
を
活
性
化
、

自
ら
築
き
あ
げ
る
青

第
四
十
五
回
中
標
津
町
農
協
青
年
部
通
常
総
会
が

き
、
出
席
四
十
三
人
の
中
か
ら
武
佐
支

伊ロ、 四
月
十
二
日
、
農
協
大
〈

ま
ず
金
子
部
長
が

農
状
勢
は
牛
肉
の
日

バ
ブ
ル
崩
壊
の
影
響

大
変
厳
し
い
環
境
に

ま
す
か
、
平
成
Ⅲ
年
度
は

各
部
員
の
努
力
と
協
力
に

よ
り
、
無
事
事
業
を
終
え

る
事
が
Ⅲ
来
ま
し
た
。
次

年
度
も
農
家
環
境
は
益
々

厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ

る
が
、
何
事
に
も
前
向
き

に
考
え
、
そ
れ
を
前
進
さ

せ
、
部
員
皆
ん
な
の
力
で

青
年
部
を
発
展
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
挨
拶
。

そ
の
後
、
農
協
五
百
木

参
事
、
地
区
農
青
協
菊
地

副
会
長
、
農
協
婦
人
部
・

横
田
部
長
、
商
工
会
青
年

部
・
伊
勢
部
長
の
来
賓
の

方
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ あ

り

な
〆

由
化
、

､ 

酷 年

戸
睾
謹

議
長
に
選
任
さ
れ
、
平
成
四
年
度
事
業
報

告
、
平
成
五
年
度
事
業
計
画
案
池
、
提
出
議

案
全
て
か
原
案
辿
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

賀
疑
応
答
の
中
で
は
、
文
部
活
動
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
じ
ゃ
が
い
も

伯
爵
ま
つ
り
の
取
り
組
み
、
’
’
１
Ｉ
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
北
海
道

物
産
ま
つ
り
）
の
今
後
の
方
向
性
な
ど
、

建
設
的
な
意
見
が
多
数
Ⅲ
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
長
退
任
後
、
Ⅲ
卜
歳
表
彰
が

行
な
わ
れ
三
人
を
表
彰
、
そ
の
後
、
武

佐
支
部
・
大
内
勝
利
氏
の
力
強
い
万
歳

三
唱
で
、
午
後
ト
ー
時
卜
五
分
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

〈
四
十
歳
表
彰
者
〉

野
口
史
朗
（
俵
橋
文
部
）

竹
村
富
夫
（
中
標
津
支
部
）

井
上
芳
行
（
開
陽
支
部
）

侵冤

幹
躯
斉
藤
和
広
（
冊
陽
）

〃
一
宮
両
膝
博
昭
（
中
標
津
）

〃
武
田
淳
志
（
俣
落
）

真
鵬
洋
一
（
俵
僑
）

〃
清
原
孝
志
（
武
佐
）

支
部
長
菊
池
仁
（
当
幌
）

〃
一
回
同
橋
敏
行
（
中
標
津
）

〃
真
野
一
男
一
（
俵
橋
）

〃
松
田
陸
（
武
佐
）

〃
後
藤
田
宏
幸
（
開
陽
）

〃
岩
井
淳
一
（
俣
落
）

佐
藤
康
彦
（
第
二
俣
落
）

畑
作
部
会
長武
田
健
治
（
中
標
津
）

コ
ン
ビ
「
－
１
タ
ー
経
営
研
究
部
会
長

佐
藤
敏
（
中
標
津
）

顧
問
令
子
安
一
（
俵
橋
）

蕗｜と111兇111兇橋真落康
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' 

、
第
四
十
回
Ｊ
Ａ
婦
人
部
通
常
総
会
が
、
四
月
二
日
、
農
協
大
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
横
田
部
長
か
ら
の
開
会
挨
拶
選
出
し
、
議
案
か
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

後
、
来
賓
の
方
々
よ
り
ご
祝
辞
を
い
〈
議
案
〉

”
鍵

き
ま
し
た
‐
続
い
て
水
俣
の
杉
本
第
一
号

、
蝋
武
佐
の
白
田
さ
ん
を
議
長
ト
」
に
収
支
州

》
鵜熱Ｉ
鍵Ⅲ

Ｈ
閏
剛
】
毒
訂
藤
出
鰯
鋸

凶
川
床
凸

P■０､已戸

灘,

｜ 

鑿

第
一
号
平
成
Ⅲ
年
度
杵

に
収
支
決
算
に
つ
い
て
。

往

弘ク
原画ｂ

第
「
号
平
成
流
年
度
事

業
計
画
並
び
に
収
支
予
算

（
案
に
つ
い
て
。

第
二
号
会
費
の
賦
課
徴

収
方
法
に
つ
い
て
。

全
件
原
案
通
り
承
認
さ
几

業
報
告
並
び

鳥
氏
を
招
き
、
Ａ
コ
ー
プ
商
品
勉
強
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
バ
バ
ロ
ア
の
試
食

会
や
、
商
品
比
較
テ
ス
ト
、
コ
ン
ニ
ャ

ク
作
り
の
実
演
講
習
会
も
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

今
年
度
も
新
役
員
を
中
心
に
、
更
に

ま
し
た
。

今
乍
は
、
総
会
々
場
後
方
で
コ
ス
モ

ス
厚
真
展
を
開
催
し
、
川
席
し
た
部
員

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

蕗
捌
凌
Ｊ
脈
懸

/電、

《』

戯
部皀

ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
、
婦
人
部
活
動

を
膿
開
し
て
い
き
ま
す
。

／
平
成
庇
年
度
役
員
〉

部
長
横
田
純
子
（
第
二
俣
落
）

刑
部
長
松
円
ヒ
ロ
子
（
武
佐
）

”
長
正
路
八
枇
栄
（
当
幌
）

会
計
佐
々
木
美
佐
子
（
俵
橋
）

監
蚕
酒
井
拓
子
（
武
佐
）

”
小
峰
幸
子
（
武
佐
）

実溌講習会にも多数が参加.好評でした
辻

` 
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当
幌
同
志
会
で
は
、
浜
巾
就
農
者
研

修
牧
場
を
研
修
し
て
来
ま
し
た
。

牧
場
は
平
成
三
年
九
川
に
ス
タ
ー
ト

し
、
現
在
夫
婦
二
組
と
、
単
身
肴
一
人
、

後
継
肴
一
人
で
研
修
中
で
あ
り
、
実
習

や
理
論
の
研
修
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

牧
場
の
目
的
は
、
離
農
者
が
多
い
な

か
で
将
米
的
に
農
業
を
や
り
た
い
人
を

牧
場
で
研
修
を
さ
せ
、
腱
業
者
を
育
て

ｆ
げ
て
い
る
。
昨
年
十
二
月
に
牧
場
の

一
期
生
が
一
年
三
カ
月
の
研
修
を
終
え
』

離
農
跡
地
に
入
植
し
て
い
る
。
搾
乳
牛

八
十
頭
、
日
最
千
八
百
Ｉ
、
｜
頭
平
均

平
間
八
下
略
で
、
ほ
と
ん
ど
が
一
－
二

浜
中
就
農
者
Ｉ
当
幌
同
志
会
鬘
研
修

研
修
牧
場
を
視
察

当
同
志
会
の
行
事
の
一
環
と
し
て

毎
年
行
な
っ
て
お
り
ま
す
視
察
研
修
を
、

去
る
四
月
卜
日
か
ら
十
一
日
に
か
け
て
．

参
加
特
一
一
十
四
人
で
北
見
方
面
に
て
行
な

い
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
の
目
的
は
フ
リ
ー
ス
ト

ー
ル
牛
舎
・
ミ
ル
キ
ン
グ
パ
ー
ラ
ー
・

糞
尿
処
理
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

産
目
の
牛
群
と
な
っ
て
い

る
。
経
営
は
独
立
採
算
制

で
、
農
業
片
で
な
い
た
め

補
給
金
が
無
く
、
乳
代
は

七
円
く
ら
い
安
い
。
採
算

べ
ｌ
ス
は
九
百
↑
以
化
と

い
う
こ
と
で
し
た
。

施
設
は
フ
リ
ー
ス
ト
ー

ル
牛
舎
、
育
成
舎
、
分
娩

舎
と
わ
か
れ
、
全
施
設
で

約
一
億
》
千
八
百
万
円
で

出
来
上
が
っ
た
と
の
事
。

保
育
は
発
酵
乳
を
利
用
し

と
い
う
鯛
で
行
な
い
ま
し
た
。
視
察
地

は
、
Ｈ
皿
１
Ａ
北
見
蛎
業
所
に
て
、
本

年
の
種
雄
牛
の
動
向
を
聞
き
、
ホ
ク
レ

ン
訓
ｆ
府
研
修
牧
場
に
て
、
既
存
の
低

コ
ス
ト
ワ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
の
欠
点

へ
換
気
、
パ
ン
ク
ス
ペ
ー
ス
な
ど
）
許

改
善
し
、
寵
柱
を
利
用
し
て
建
設
し
て

お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
酪
農
家
の
た
め

力
月
で
離
乳
、
そ
の
後
は
乾
草
、
サ
イ
レ
ー
ジ
を
給
与
し
て
い
る
。
育
成
の
兼

毎Fnｈ

に
様
々
な
給
飼
試
験
な
ど
を
行
な
い
．

広
く
情
報
を
公
開
し
、
酪
農
の
発
展
の

た
め
に
貢
献
し
て
行
き
た
い
と
の
事
で

し
た
。

次
に
北
見
市
の
阿
部
貴
久
牧
場
へ
行

き
、
こ
こ
は
、
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
、

パ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
目
・
分
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て
自
分
で
設
計

ﾊﾟ亨建、

育
は
ア
メ
リ
カ
発
育
標
準
を
参
考
に
し
、

体
重
は
ｆ
限
、
休
高
は
中
間
ぐ
ら
い
を

取
っ
て
い
た
。
授
精
月
齢
は
十
三
－
１

ｍ
力
Ⅱ
、
初
産
時
の
目
標
体
高
百
二
－

Ｌ
セ
ン
チ
、
体
重
立
百
価
Ｉ
聡
、
敷
料

は
コ
ス
ト
、
衛
生
面
か
ら
山
砂
を
利
用
、

餌
は
育
成
も
搾
乳
牛
と
も
に
Ｔ
Ｍ
Ｒ
だ

け
で
行
な
っ
て
い
ま
し
た
。
パ
ー
ラ
ー

は
ヘ
リ
ン
グ
ポ
ー
ン
ク
イ
ツ
ク
ジ
ェ
ッ

ト
式
の
手
造
り
六
頭
ダ
ブ
ル
で
、
将
来

的
に
は
パ
ラ
レ
ル
に
す
る
と
の
事
。
搾

乳
時
間
八
１
頭
二
時
間
以
内
（
自
動
離

脱
な
し
）
体
細
胞
は
年
平
均
八
万
、
分

娩
間
隔
平
均
十
三
カ
月
に
な
っ
て
い
る

と
の
話
し
で
し
た
。

牧
場
視
察
後
、
別
海
交
流
セ
ン
タ
ー

（
郊
楽
苑
）
に
て
昼
食
を
し
な
が
ら
交

流
を
深
め
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

し
、
ミ
ル
カ
ー
な
ど
の
機
器
は
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
介
し
て
輸
入
し
、

自
分
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
糞
尿
処
理
は
道
と
北
見

市
の
事
業
で
、
固
液
分
離
し
、
液
を
メ

タ
ン
ガ
ス
発
酵
さ
せ
、
そ
の
ガ
ス
で
発

電
ま
で
起
こ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
は

動
い
て
お
ら
ず
、
本
年
六
月
よ
り
再
開

グ夢



今
年
も
日
勤
単
税
を
納
め
て
い
た
だ

く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

納
期
，
内
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

○
納
め
て
い
た
だ
く
万

四
月
一
日
現
祢
で
、
陸
運
支
局
に
誉

録
さ
れ
て
い
る
自
動
車
の
所
有
糟
で
す
。

な
お
、
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
場
合
な
ど

で
所
有
権
が
売
り
主
に
あ
る
と
き
は
、

低コストフリーストール
法人経営を視察

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月
引
曰
㈲
で
す

俣落酪農同志会視察研修

蕊
買
い
主
で
あ
る
使
用
車
で
す
。

○
納
め
て
い
た
だ
く
時
期

納
期
は
五
月
Ｉ
七
日
仰
か
ら
血
Ⅱ
’
一
一

十
一
日
㈲
ま
で
で
す
。

納
税
通
知
書
は
Ｌ
月
十
二
日
頃
仁
幾

付
し
ま
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

○
口
座
振
替

餌囚

北見市･阿部牧鶚クイックエキジットパラレルパーラー
地元のカジヤに作らせた#>の

道
税
も
趣
話
料
金
や
水
道
料
金
と
何

じ
ょ
う
に
、
Ⅱ
座
振
替
で
納
め
る
こ
と

か
で
き
ま
す
．
申
込
み
は
簡
単
、
手
続

は
一
度
だ
け
で
す
。

○
納
税
証
明
書

納
税
迦
知
書
に
添
付
さ
れ
て
い
る
納

税
証
明
書
は
車
検
を
受
け
る
と
き
に
必

要
で
す
の
で
、
車
検
証
と
一
藷
に
大
切

に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
根
室
支
庁
地
方
部
税
務
課

す
る
と
の
事
で
し
た
．
次
に
卯
原
内
生

産
組
谷
へ
行
き
、
法
人
縫
営
を
視
察
し

て
来
ま
し
た
。
｜
｜
こ
は
、
流
戸
共
同
の

農
場
で
、
畑
作
と
酪
農
部
門
に
わ
け
て

経
営
し
て
お
り
、
平
成
旧
年
の
土
龍
額

は
二
億
「
千
万
円
の
収
入
と
の
事
で
し

た
。
ま
た
、
八
十
歳
定
年
制
で
、
後
継

帝
は
ｎ
分
の
息
ｒ
と
は
限
ら
ず
、
や
る

気
の
あ
る
人
に
株
を
譲
渡
す
る
と
い
う

方
針
で
行
な
っ
て
お
り
、
価
Ⅱ
二
ｕ
全

員
で
ミ
ィ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
な
い
、
常

に
ひ
ず
み
が
出
来
な
い
様
に
意
見
統
一

を
行
な
っ
て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

以
上
今
凹
の
視
察
研
修
に
際
し
ま
し

て
、
農
協
は
も
と
よ
り
た
く
き
ん
の
関

係
磯
関
の
ご
協
力
に
よ
り
、
所
期
の
目

Ｐ口臥

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
き
い
。

電
話
（
０
１
５
３
２
）
３
１
６
１
３
１
番

内
線
５
３
７
番

的
を
達
成
出
・
来
ま
し
た
事
に
深
く
お
礼

申
し
し
げ
ま
す
。

ホクレン研修牧場､電柱を利用した低コスト牛書
Ｉ 

プ:ク



十
一
回
目
を
数
え
る
審
査
講
習
会
（
バ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
が
武
佐
支
部
の

当
番
で
、
四
月
二
十
日
武
佐
・
エ
藤
牧
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
習
会
は
乳
牛
改
良
同
心
会
々
貝
に
定
着
し
、
ま
た
毎
回
支
部
の
特
徴

機
能
的
、
経
済
的
な
乳
牛
を
追
求

伝員

ま
た
毎
回
支
部
の
特
徴

を
川
し
な
が
ら
、
会
員

相
互
の
親
睦
も
含
め
、

川
品
牛
の
選
畜
に
し
て

も
年
々
差
が
無
く
，
な
り
、

選
畜
の
技
術
も
バ
ー
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
一
つ

の
成
果
と
思
い
ま
す
ｂ

講
師
に
は
、
毎
年
道

東
各
区
で
共
進
会
審
杏

を
行
な
い
、
人
工
授
精

技
術
向
上
の
指
導
な
ど

得
分
野
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
、
Ｈ
Ｌ
１
Ａ
道
東

事
業
所
・
石
原
課
長
弁

すらて得にン続〔Ⅳた交招
"""＿-～な｡､､､対ｸﾞきなｼﾞ゜えき

位位１７お継今まずはま乳ヤて、
‐、続後たる地し牛ソの雄

横森藤上阿十上しも審乳道たきジ講弁
爪原井部点位て内在牛なｏｌ－１で評さ

上満成ま容技改成こ指ははの
千F賢昭文点績いの術良果のし、、な
秋秋司男雄一は’）充ののでパ、機定か

次允実提濫あ｜活能評に
rＴｒｉｌＩＩｒｌｒｉのいを､供礎るン発的がユ
八八八八｝通と区｜の知かミな卜［あ｜
点点点点Ｉﾉリｌ）恩り場識、’１論つ0モ

占いなとの会テ磯経まア
まかし収員イが済しを

Ir-、

協
大
会
議
室
で
開
催
き
れ
、
酪
農
家
弁

自給飼料は

■酪農の要め
減
ノミ

乳
牛
改
良
同
志
会

主
催
、
農
協
青
年
部

協
燐
に
よ
る
酪
農
議

会
が
、
四
月
１
－
．
日
慶

基
本
は

勿

士
づ
く
り
に

酪
農
講
演
会



保旧愚

鱗

参
加
会
員
は
二
－
二
人
、
内
容
は
Ｂ

＆
Ｗ
シ
ョ
ー
兇
学
、
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
、
乳
牛
の
見
方
、
ま
た
、
北
海

道
家
畜
改
良
事
業
団
に
於
い
て
、
乳
牛

が
誕
生
す
る
ま
で
に
つ
い
て
学
び
、
悪

天
候
の
な
か
会
員
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
く
》

Ｒ
を
過
ご
し
ま
し
た
。
特
に
、
乳
牛
の

見
方
で
は
Ｂ
＆
Ｗ
シ
ョ
ー
審
査
員
・
獺

龍
陽
一
氏
に
議
師
に
な
っ
て
い
た
だ
き

生
後
十
二
カ
月
の
乳
牛
を
用
い
て
、
各

部
位
の
名
称
、
機
能
、
ま
た
将
来
性
な
ど

に
つ
い
て
講
習
し
て
い
た
だ
き
、
会
員

の
質
問
に
快
よ
く
答
え
て
い
た
だ
き
、

楽
し
く
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
も
秋

の
収
穫
に
向
け
て
お
ば
け
か
ぼ
ち
ゃ
を

育
て
る
こ
と
に
な
り
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
種

子
を
妃
り
ま
し
た
。 鑓

＝～浜j＝

? 

'li1i 

甦
翠
Ｄ
ｆ
 

12-
￣ 
－－_ 

８
ぉ
Ⅲ
冠
郡
司征

可
型

四

〆勧
■P 

ｙ
吋
川
咄
汕
笘
．
、

正

旗つち･やう

。

始
め
、
農
業
関
係
機
関
ら
約
二
十
人
が

参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
に
は
帯
広
畜
産
入
学
潴
誉
教
授
・

吉
田
別
人
氏
が
あ
た
り
、
「
自
給
飼
料
生

産
と
乳
牛
の
栄
養
」
と
題
し
、
根
室
の
草

地
型
酪
農
に
お
け
る
自
給
飼
料
の
兎
要

性
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
吉
田
氏
は
、
最
近
フ
リ
ー
ス
ト

ー
ル
・
パ
ー
ラ
ー
施
設
か
急
激
に
増
え
、

戸
々
の
飼
養
す
る
乳
牛
頭
数
も
墹
人
、

こ
こ
で
誉
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

経
営
面
積
と
乳
牛
頭
数
の
比
率
。
円
高

で
の
現
状
で
は
輸
入
飼
料
購
入
で
も
コ

ス
ト
的
に
は
合
う
が
、
将
米
的
に
考
え

る
と
不
安
定
要
素
が
あ
る
。
そ
こ
で
重

要
視
さ
れ
る
の
は
自
給
飼
料
で
あ
り
、

高
収
量
、
高
栄
養
で
消
化
．
嗜
好
性
の

良
い
草
地
を
作
る
二
と
が
経
営
の
些
本

に
な
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
乳
牛
の
飼
養
面
で
は
、
ル
ー

メ
ン
の
仕
組
み
や
、
乳
量
と
乳
成
分
の

関
連
性
、
給
与
飼
料
の
養
分
含
量
の
目

安
を
知
る
必
要
性
な
ど
を
解
説
。

最
後
に
農
家
が
持
ち
寄
っ
た
サ
イ
レ

ー
ジ
と
乾
草
の
サ
ン
プ
ル
を
も
と
に
、

自
給
飼
料
の
見
分
け
方
が
実
践
さ
れ
ま

し
た
。

ｽﾞﾉﾌﾟ 
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に
、
四
月
中
旬
か
ら
七
月
の
サ
ミ
ッ
ト
に
か
け
を
積
極
的
に
行
う
と
と
も
に
、
会
報
を
通
し
て
、
』

幅
ラ
ウ
ン
ド
の
年
末
決
着
を
て
予
定
さ
れ
て
い
る
主
要
国
間
の
首
脳
会
談
な
会
員
間
の
意
思
統
一
や
情
報
交
換
を
進
め
て
い
ぃ

碑
求
め
た
米
国
政
府

ど
で
ラ
ウ
ン
ド
問
題
が
ど
う
議
論
さ
れ
る
の
か
く
こ
と
を
提
案
し
、
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

を
注
視
し
て
い
く
必
要
が
あ
・
り
ま
す
。

各
界
各
層
の
個
人
や
団
体
代
表
者
な
ど
約
一
』

成
千
名
が
集
ま
っ
た
総
会
で
は
、
賛
同
呼
び
か
け
一

平
九
町
製
縣
四
コ
舶
繍
檸
憾
｛
燗
期
待
さ
れ
る

人
と
し
て
璽
岡
辰
馬
さ
ん
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
，

州
米
農
家
）
や
林
家
こ
ん
平
さ
ん
（
落
語
家
）
」

ド
を
本
年
中
（
十
二
月
十
五
日
）
に
終
結
す
る
農
業
市
民
会
議
の
活
動

た
め
に
必
要
な
フ
ァ
ス
ト
・
ト
ラ
ッ
ク
の
延
長

が
、
そ
し
て
賛
同
者
と
し
て
ア
グ
ネ
ス
・
チ
ャ
』

を
求
め
る
こ
と
を
、
正
式
に
表
明
し
ま
し
た
。

｜
方
、
わ
が
国
で
は
、
日
本
の
農
業
を
発
展
ソ
さ
ん
な
ど
も
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
鋼

た
だ
し
議
会
は
、
ア
メ
リ
カ
側
に
と
っ
て
有
さ
せ
、
食
料
・
環
境
を
守
る
た
め
、
幅
広
い
国
ら
米
市
場
開
放
に
反
対
し
、
市
民
会
議
の
結
成
一

利
な
ガ
ッ
ト
合
意
を
実
現
す
る
た
め
フ
ァ
ス
ト
民
各
層
が
共
に
考
え
行
動
す
る
「
農
業
市
民
会
を
支
持
す
る
発
一
一
一
一
口
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ァ
』

’
ト
ラ
ッ
ク
の
延
長
を
認
め
る
条
件
と
し
て
、
議
」
が
、
四
月
十
一
一
日
に
東
京
で
結
成
総
会
を
メ
リ
カ
で
家
族
農
業
を
守
る
た
め
の
市
民
組
織
》

ス
ー
パ
ー
’
一
一
○
｜
条
二
方
的
制
裁
措
置
）
の
開
催
し
ま
し
た
。

づ
く
ｈ
に
指
導
的
な
役
割
を
果
た
－
〕
て
い
る
マ
『

復
活
な
ど
を
求
め
る
可
能
性
も
あ
り
、
審
議
が
総
会
で
は
、
代
表
呼
び
か
け
人
の
梶
井
功
東
－
ク
・
リ
ソ
チ
ー
氏
は
、
「
Ⅱ
［
本
の
市
民
会
議
準

難
航
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
京
農
大
教
授
が
「
米
市
場
を
開
放
す
る
べ
き
だ
結
成
は
、
世
界
各
国
に
お
け
る
同
様
の
運
動
へ
一

の
総
合
経
済
対
策
や
Ｅ
Ｃ
、
日
本
と
の
個
別
通
と
い
っ
た
一
部
の
議
論
に
対
し
、
大
い
に
疑
問
の
大
き
な
励
み
と
な
る
」
と
高
く
評
価
し
、
国

商
問
題
な
ど
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
を
持
っ
て
い
る
。
わ
が
国
の
食
と
農
を
守
る
と
際
的
な
市
民
活
動
の
連
携
強
化
を
訴
え
ま
し
一

れ
、
現
在
の
ラ
ウ
ン
ド
の
停
止
状
態
が
解
消
さ
い
う
国
民
的
な
課
題
に
つ
い
て
、
市
民
レ
ベ
ル
た
。

れ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
不
か
ら
積
極
的
に
・
も
の
を
一
一
一
一
国
っ
て
い
く
時
期
が
来
生
産
者
以
外
の
多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
の
国
民
が

、
、

行、

Ｕ
透
明
で
す
。

士
一
と
あ
い
さ
つ
し
、
幅
広
い
国
民
に
よ
る
議
一
つ
に
縞
集
し
、
食
と
農
の
問
題
を
考
え
て
い

鋸
し
た
が
っ
て
論
の
必
要
性
を
強
調
。
そ
し
て
「
基
礎
的
食
料
こ
う
と
す
る
農
業
市
民
会
議
は
、
農
業
者
’
消

辮当価値叶葬諏蔀櫃錆籠鋼嚥鉱鍼宅鋼剖嚥鐸鑪諏誹津寵贄者双方にとって将来にわたる貧重な碑
「
財
産
」
と
成
り
得
る
も
の
で
す
。
米
市
場
開
岬

嘩
ク
延
長
を
め
ぐ
約
一
下
三
百
人
の
賛
同
者
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
故
問
題
と
い
う
当
面
の
課
題
に
取
り
組
む
だ
け
艫

】」鈍
る
ア
メ
リ
カ
の
報
垈
回
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
梶
井
代
表
は
、
当
面
で
な
く
、
よ
り
幅
広
い
活
動
、
息
の
長
い
活
動

ｒ
動
き
と
と
も
の
活
動
と
し
て
、
食
と
農
に
関
す
る
提
一
一
一
一
百
活
動
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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￣ ~へ 開
催
月
日
平
成
五
年
Ⅲ
Ⅱ
ｌ
－
Ｉ
Ｌ
へ
日

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
議
案
〉

｜
、
第
四
卜
六
回
辿
常
総
会
開
催
日
程

と
提
出
議
案
に
つ
い
て
。

二
、
役
員
選
挙
に
伴
う
選
挙
管
理
肴
等

の
指
柑
に
つ
い
て
。

二
、
農
協
役
職
員
就
業
中
災
害
補
償
規

程
の
設
定
に
つ
い
て
。

四
、
営
農
資
材
用
リ
フ
ト
取
栂
に
つ
い

鰹
灌
陰の
瞳
廻

平
成
五
年
度
第
一
回
理
事
会

農協業務
時間変更の
お知らせ

平成５年５月１日

～平成５年１０月３１日

〈
事
務
所
〉

平
Ⅱ
、
午
前
一
八
時
二
十
分
１
午
後
且
時

土
曜
Ｒ
、
午
前
八
時
一
一
卜
｜
分
Ｉ
正
午

※
組
勘
窓
口
は
ｋ
曜
日
休
業

〈
貯
金
〉

平
日
、
午
前
几
時
～
午
後
三
時

〈
Ａ
Ｔ
Ｍ
Ｘ
現
金
自
動
受
入
・
支
払
機
）

平
日
、
午
前
八
時
Ⅲ
十
五
分
Ｉ
午
後
六

寺

て
こ

㎡
、
家
畜
膣
不
荷
車
の
リ
ー
ス
期
間
満
了

に
伴
う
更
新
に
つ
い
て
。

☆
、
平
成
Ⅲ
年
度
資
金
借
入
追
加
巾
込

に
つ
い
て
・

全
議
案
原
案
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

〈
協
議
事
項
〉

『
総
会
議
案
説
明
懇
談
会
の
ｕ
程
に

つ
い
て
。

．
「
総
会
前
役
員
協
議
会
爾
催
日
時
に

つ
い
て
。

〈
報
告
事
項
〉

『
決
算
監
査
Ｈ
程
に
つ
い
て
。

保囹

土
朧
日
、
午
前
九
時
～
午
後
二
時

〈
生
活
店
舗
〉

午
前
几
時
ニ
ト
分
～
午
後
六
時
一
一
一
十
分

※
祭
日
も
営
業
い
た
し
ま
す
。

〈
生
産
資
材
店
舗
〉

平
日
、
午
前
一
八
時
二
十
一
分
Ｉ
午
後
且
時

土
曜
日
、
午
前
八
時
三
十
一
分
Ｉ
正
午

※
八
Ｈ
末
迄
土
曜
日
も
平
日
営
業

〈
農
協
前
給
油
所
〉

期
間
の
前
半
は
気
洲
の
低
い
Ｒ
が
多

い
で
す
が
、
七
Ｍ
に
は
夏
ら
し
い
日
が

あ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
期
間
の
気
温
と
降
水
堂
は
平
年

並
の
見
込
み
で
す
。

五
月
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
高
気
圧
と
気
圧

の
谷
の
影
響
で
、
気
臘
が
低
く
天
気
の

ぐ
ず
つ
く
Ｈ
が
多
い
で
し
ょ
う
。

３ケ月予報

北
海
道
地
方
長
期
予
報

卜
叱

日
本
気
象
協
会
北
海
道
支
部

保弓

午
前
一
八
時
一
一
一
卜
分
Ｉ
午
後
六
時
二
十
分

〈
桜
ケ
丘
給
油
所
〉

午
前
八
時
～
午
後
七
時
「
十
分

※
祭
日
は
午
前
八
時
１
午
後
ｋ
除

く
人
エ
授
精
の
受
付
時
間
〉

平
日
、
午
後
三
時
ま
で

土
曜
日
．
Ｈ
曜
乢
祝
祭
日
は
午
前
十

一
時
ま
で

六
月
天
気
は
周
期
的
に
変
わ
り
ま
す

が
、
｜
時
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
向
気
圧
の
影

響
を
受
け
る
兄
込
み
で
す
。

七
月
前
線
と
気
圧
の
谷
の
影
響
で
一

時
天
気
は
ぐ
ず
つ
き
ま
す
が
、
太
平
洋

高
気
圧
に
覆
わ
れ
て
夏
ら
し
い
Ⅱ
が
あ

る
で
し
ょ
う
。

Ｌ 」

プ:夕



さ
わ
や
か
な
春
の
凪
と
共
に
、
ど
こ

の
地
域
で
も
農
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
．

冬
の
間
、
休
め
て
い
た
体
を
急
に
使
い

だ
し
た
り
す
る
と
、
身
体
の
あ
ち
こ
ち

に
故
障
が
起
き
や
す
く
な
り
、
ま
た
、

農
作
業
の
機
械
事
故
も
お
こ
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
よ
り

健
康
に
注
意
し
、
事
故
の
な
い
毎
日
で

あ
る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
休
養
と
は
…

毎
日
の
仕
事
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
疲

れ
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
長
期
に
わ
た

っ
て
精
神
的
に
気
を
つ
か
っ
た
り
、
緊

張
し
た
状
態
を
過
ご
し
た
後
も
ま
た
、

疲
労
を
感
じ
ま
す
。
疲
労
し
た
状
態
で

は
、
仕
事
の
能
率
は
低
下
し
、
ま
た
事

故
を
お
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
．

疲
労
は
休
養
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て

回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
私
達
の

か
ら
だ
は
活
動
す
れ
ば
疲
労
し
、
休
め

ば
疲
労
を
回
復
し
て
次
②
活
動
を
望
む

よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
私
達
の
体
は
、

活
動
と
疲
労
を
交
互
に
リ
ズ
ミ
カ
ル
に

く
り
返
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の

間
で
リ
ズ
ム
を
う
ま
く
調
整
し
て
く
れ

る
役
割
を
は
た
し
て
い
る
の
が
「
休
養

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
仕
事
を
し
た
後
は
、

十
分
に
休
養
し
て
疲
労
を
あ
と
に
残
さ

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
健
康
づ
く
り

の
基
本
条
件
で
す
。

ﾎﾟfで､、

北根室地区農業改良普及所

農
作
業
間
の
休
憩
時
間
は
、
少
な
く

て
も
午
前
一
回
、
午
後
一
回
と
機
械
を

止
め
て
休
む
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
仕
事
が
終
っ
て
、
ゆ
っ
く

り
と
休
憩
が
と
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

休
養
八
カ
条

家族の団らんは
大切に 睡眠はしっかりと

眸lfi蘂
D岸P、

作業の合い問に
ときどき休もう

ﾄl-H-k-7 

無駄のない

作業計画'
ゆっくりとお風.呂に

入ろう

”
健
康
“
で
あ
り
た
い
と
は
誰
も
が

思
う
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、
私
達
は

ど
れ
だ
け
健
康
に
生
活
を
す
る
た
め
に

心
が
け
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

①
よ
い
睡
眠
を
と
る
こ
と
。

睡
眠
は
疲
れ
を
と
る
駁
適
な
方
法
で

す
。
睡
眠
が
十
一
分
に
と
れ
る
よ
う
に
、

寝
室
の
環
境
条
件
の
改
良
、
就
寝
前
の

く
つ
ろ
ぎ
方
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

②
よ
い
家
庭
を
つ
く
る
こ
と
。

な
ご
や
か
に
く
つ
ろ
げ
る
家
庭
の
雰

囲
気
を
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
．

③
よ
い
お
酒
を
飲
む
こ
と
．

楽
し
い
お
酒
を
本
当
に
お
い
し
い
と

思
い
な
が
ら
、
適
量
に
飲
む
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
ば

④
ゆ
っ
た
り
と
し
た
気
分
で
お
風
呂

に
入
る
こ
と
。

ど
っ
ぷ
り
と
湯
に
つ
か
っ
て
、
鼻
歌

を
う
た
っ
て
い
る
状
態
こ
そ
休
養
そ
の

も
の
で
す
。

⑤
話
し
相
手
を
も
つ
こ
と
。

自
分
を
さ
ら
け
だ
し
て
、
な
ん
で
も

話
す
こ
と
の
で
き
る
話
し
相
手
を
も
つ

こ
と
は
人
切
で
す
。
う
れ
し
い
こ
と
も
、

な
や
み
も
、
心
に
し
ま
っ
て
お
く
だ
け

で
な
く
、
誰
か
に
話
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
気
持
ち
が
な
ど
む
二
と
で
し
ょ
う
．

2i〃



⑥
食
事
に
気
を
祀
る
こ
と
。

家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
を
囲
む
こ
と
が

有
効
な
休
養
で
す
。

ま
た
、
内
容
も
家
族
の
健
康
状
態
を

考
え
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
、
よ
り
一
層
の
疲
労
回
復
に

な
り
ま
す
。

⑦
気
分
転
換
を
上
下
に
す
る
こ
と
。

”
絵
探
し
“
を
す
る
と
き
、
こ
れ
ま

で
見
え
て
い
た
も
の
に
と
ら
わ
れ
て
い

る
限
り
、
か
く
れ
た
も
の
は
兄
え
て
き

ま
せ
ん
が
、
視
点
を
か
え
、
心
が
ま
え

を
か
え
て
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
眺
め

て
い
る
う
ち
に
わ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
な
る
と
次
々
に
新
し
い
も
の

が
見
え
て
き
ま
す
。
な
か
な
か
難
し
い

こ
と
で
す
が
、
一
つ
の
も
の
に
心
を
う

ば
わ
れ
な
い
こ
と
、
心
の
切
り
か
え
は

大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

⑧
運
動
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
・

機
械
作
業
は
同
じ
作
業
姿
勢
が
健
く

腰
、
肩
、
手
足
の
筋
肉
と
神
経
を
集
中

的
に
使
う
の
で
一
眉
こ
り
、
腰
捕
、
胃
腸

の
調
子
を
く
ず
し
や
す
く
し
ま
す
。

首
ま
わ
し
、
腕
の
振
り
卜
げ
な
ど
軽

い
体
操
を
積
極
的
に
と
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
あ
な
た
は
健
康
で
す
か
？

婦人部からのホワイトメッセージ
|④卵サンド⑧ポパイサンド◎ハムのりサンド

ﾉヮﾜｾﾞﾐ

１ 

囮
の
作
り
方
ホ
ワ
レ
ン
叩
か

い
め
て
て
水
に
己
勺
し
、
か
た

く
鞭
っ
て
か
ｂ
細
か
く
刺
し

５ヶZn

震kk雲iii；
材料（１人分＞１Ａ食パン２枚ゆで卵１

個⑧食パン２枚ホウレンソウ賂把’ロ

食パン２枚ロースハム２故ヌライステ

ーズ１枚焼きのり堪枚

域バターマスタードマヨネーズ訊
味料＝塩コショウ

ノ
タ
ー
マ
ス
反
Ｉ
Ｆ

属
国

｜『即日Ⅲ】阿山坤一一一円ⅡｎＭ田Ⅱ一
一Ⅲ】｛』凹旧｛】Ⅲ一一一『】｛Ⅲ四｝』』Ⅲ一一

フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
熱
し
て
０

号
い
た
め
。
垣
・
コ
グ
ョ
ウ
Ｌ
・

皿
に
取
り
出
し
て
烏
量
す

下
率
爾
全
部
の
食
パ
ン
の
片

一
国
に
パ
タ
ー
を
ぬ
り
そ
の
っ

一
つ
３
枚
に
さ
ら
に
マ
ス
タ
ー
ｉ

を
ぬ
る
。
ふ
き
人
を
か
け
て
お
く

Ｚ
Ｊ
Ｊ
 

〆
ノ
ー

｛
・

骸・Ｐ』

７
 

可／
〃

回
ロ
マ
ョ
ネ
ー
ス
て
あ
え
‐
慾

と
同
橿
に
パ
ン
に
豚
ご
人
で
切

・
つ Ｚ 

ここ』￣

人
。
〃
リ
方
ゆ
で
卵
は
殻
彩

し
い
て
ボ
ー
ル
に
入
れ
Ｑ
フ
》
わ

－
夕
〒
粗
く
つ
が
す

農
協
婦
人
部
で
は
牛
乳
、
乳
製
肋
の
消
費
拡
人
事
業
と
し
て

今
月
か
ら
皆
さ
ん
に
牛
乳
、
乳
製
品
を
利
用
し
た
料
理
を
紹
介
し

て
い
き
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
卜
さ
い
。

上
月
は
行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
お
弁
当
を
持
っ
て
ピ
ク
ニ
ソ
ク

は
い
か
が
で
す
か
。
遠
く
へ
行
か
ず
と
も
、
お
弁
当
を
つ
く
っ
て
外

で
食
べ
る
と
い
う
の
も
ひ
と
味
違
い
、
子
供
達
も
人
喜
び
の
は
ず
。

今
回
は
、
小
林
カ
ツ
代
の
た
の
し
い
お
弁
当
か
ら
三
色
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

*且くう`｣5可

!'鑿篝1ｉＦｉｉｌ： Ｅで率鼬泳鵡 ＺＺ 

１ａ 

⑩
の
作
り
方
ロ
ー
ス
ハ
ム
は

丸
い
も
の
は
半
分
に
訓
ら

， 

令
ぬ
た
勺
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
填
念

加
え
て
あ
え
る

q､の

２
誼
（
－
枚
は
マ
ス
タ
ー
ド
を

ぬ
っ
た
も
の
）
の
パ
ン
の
問
に

ハ
ム
．
チ
ー
ズ
．
の
り
を
は
さ

み
、
耳
を
管
と
し
て
学
分
に
切
る

鰻
謹
騨

》「掌鰹

(二コ,

塵 ② 耳を

葱とＬ

半分に
亡刀竪

耳Ｅ

落とし
峯分に
切る

ジグ

｢画面i子ﾌ下~面;iﾏﾌｾﾞｲｻﾌ了。ﾊﾑのりサン-F￣I
上■凸■
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壷勇豈篭皇聖＝9行

蕊
鐘r鍔

請人部フレッシュミセスでは、去る４月ZOH

/ツシュミセスの集いを開催しました。集い

ま午前中ボーリング大会を実施し、午後から

尭肉の昼食後、新年度事業計画を話し合いま

と。新年度事業では、新設された武道館を利
して弓道に挑戦しよう、また、昨年に引き続

k泳教室を開催しようと活動的。その他、日

り旅行やおやつ作り教室、お楽しみ大会など
計画され、活発化するフレッシュミセスですｃ

翌~扇

ＳＣＭ利Ⅱj組介
ハーベスター導入人魂式安全を祈願して

サイレージ用とうもろこしマルチ栽培利用組合（中司哲

台の導入に 伴Ｐ 雄組合長)では､デントコーンハーベスタ

げろ、



春だ｡′

作業開始｡〃

＄ 

Ｚ 

劃一一ヅョニ

鏑蕊;$;繍vi睦ｉｌｊｉ瀞Fq■■ z心薩V熟《 がGbH凶画間雇

戸■

春の訪れとともに各農家では、一斉(二農作業が始ま

った。

馬鈴しょ農家では、貯蔵庫から種いもが出され、い

も切りや春耕作業と忙しい毎日。早いところでは４月

27日からいも植えも行なわれています。

また、酪農家では少し緑色が出た牧草地で、トラク

ターの音もかろやかに､施肥作業が行なわれていました。

笑いの世界に引き込まれ
第７回左かしくつ寄席

第７回ながしくつ寄席が、４月25日ホテル秀月

で開催。今回はなかしくつ寄席でお馴染みの入船

亨扇遊師匠が、平成４年度芸術祭賞を受賞したこ

とを記念しての独演会が行なわれました。

この日は、新出町長も駆けつけお祝いの言葉を

述べ、ミスリンドウの花束や、エアーニッポンか

戸、

」

ソ

蝋
．
＃

！ 

ら中標津への家族招待券が贈られまし

た。また、主催者であるサンツリー倶

楽部からは、酪農の町にちなんで仔牛

１頭贈呈の目録も手渡されました。

会場では師匠の身ぶり手ぶりでのた

くみな話しと､汗を拭いながらの熱演に、

笑いのうずと沢山の拍手が贈られました．

21’ 
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新採用職員辞令交付式

第４OL1婦人部通常総会

へルパー利用組合役員会

酪対役員会

第45回農協青年部通常総会

酪農講演会

中標津フーズ㈱役員会

第１回理事会

決算監議

青色申告会総会

へルパー利用組合総会

第21回農協酷対通常総会

青年部コンピューター研究会

総会

第２回理事会

１日

２日

ｇＦｌ 

ｌＯＲ 

ｌ２日

１３日

ｌ５ｕ 

１６Ｕ 

ｌ９日

２２日

231-’ 

26日

２６日

』`,０９和泉雅子|±易薪限:辮鴬ﾋﾞ鶚５
月
桁
日
出

｢チューリップに近(よ切ﾘｨﾋﾟ澱培も艦んになり、京観一

今-噸村では岩粁たちが意欲滴々･

夢のせて」人地にしっかりと根をはり、地域
の農業のｉｌ皿下として、チューリ

(新潟県京ヶ瀬村）ツプに夢を託します。

A`'１０蕊野蘂心ｉｆ臘鑑欝靹繊謹鑑
｢緑のかけ橋Ｉ化化をめざす｢アグリパーク恵那｣。

AallO東野英心５
月
亜
日
出

｢緑のかけ橋
「|i民農園やオーナー農圃での士い

アグリパーク」 じり．そば道場でのそば打ち偉験アグリパークー

などバラエティに面んだ農業公便
(岐阜県恵那市）を探検します“(岐阜県恵那市）

ﾊﾟｹﾞ｣、…,MMI脇領鰯識鷺
「おしゃれな風味豊かなお茶の葉をおいＬ〈食

A61l］東野英心５
月
羽
日
出

｢おしゃれな

お茶の葉料理」算閣製:扮繍鯛潟お茶の葉料理」３０Ｅ 

る横向茶堆組介の１４人の主婦ゲル

(静岡県掛川市）_プを訪れます。(静岡県掛川市）

βＰ、

ネット局および放送時間北海道放送(士)9:30～

提供●ＪＡグループ／制作口家の光協会

春
を
迎
え
る
春
一
番
の
風
、
と
良
く
い

い
ま
す
が
、
今
年
の
春
は
台
風
な
み
の
大

風
か
何
度
と
な
く
吹
き
荒
れ
、
牛
舎
や
パ

ン
ガ
ー
サ
ィ
ロ
の
屋
根
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ

ス
な
ど
が
飛
ば
さ
れ
る
と
い
う
被
害
も
、

た
く
さ
ん
Ⅲ
て
い
る
よ
う
で
す
。

五
月
だ
と
い
う
の
に
武
佐
岳
に
は
ま
だ

沢
山
の
雪
が
残
り
、
山
だ
け
を
眺
め
る
と

糠
は
ま
だ
遠
い
の
か
な
と
感
じ
さ
え
し
ま

す
．
し
か
し
、
畑
で
は
陽
炎
が
上
が
り
牧

草
地
で
は
緑
の
新
芽
が
顔
を
川
し
、
馬
鈴

し
ょ
の
蒔
き
付
け
、
ビ
ー
ト
移
植
、
草
地
の

施
肥
な
ど
春
の
農
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

紺
今
買
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
春
の
農

繁
期
を
迎
え
何
か
と
多
忙
の
毎
日
と
思
い

ま
す
が
、
最
近
農
作
業
桝
放
が
増
え
て
い

ま
す
当
注
意
一
秒
怪
我
一
生
」
摂
故
か
起

き
れ
ば
大
変
で
す
．
く
れ
ぐ
れ
も
無
理
を

し
な
い
で
安
全
な
農
作
業
を
行
な
っ
て
下

さ
い
。

も
う
す
ぐ
緩
の
花
も
咲
き
、
野
山
に
は

美
し
い
緑
、
こ
れ
か
ら
か
一
番
良
い
季
節

・
を
迎
え
る
の
で
す
。

編

編
一
集
一
後
一
記

集

後

鶉
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ﾑｭ雀

５ 

月
１５ 

日
(士

A6109和泉雅子

｢チューリップに
由ヨ
多’のせて」

(新潟県京ヶ瀬村）

チユー.'ノッブの球根栽培では全|型１

－の新潟。その技術を４１Zかして鹸

近（よ切)ﾉ花栽培もＭ&んにな｣j、ボ

ケ瀬村では若粁たちが意欲赫々・

人地にしつかI）と根をは]上地域
の農業の111い了として、チューリ

ソプに夢塑託します。

５月辺日伐
AallO東野英心

｢緑のかけ橋

アグリパーク」

(岐阜県恵那市）

ｌＺのぬくもりを求める櫛'1会の人々
との交流を通:二て、地域農業の活

'|'L化をめざす｢アグIノパ･－ク恵那｣。
:'ﾌﾞ民農|童:やオーナー‐農圃での｣こい

じ｣〕、そば道場でのそi灘了ち体験

などバラエティi二宮んだ農業公園
を探検します。

５月羽日比
A6｣上］東野英心

｢おしゃれな

お茶の葉料理」

(静岡県掛Ⅱ:市）

櫛,;|市は、全国の'12潅:量の５％を

占める11不一のお茶の産地。この

風味豊かなお茶の葉をおもhし<食
べようと、クッキーをはじめアイ

･テアいっぱいひ>お茶料XllLを研究す

る横向茶堆紐今の14人の主婦グル

－プを訪オュます＆


